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気がつけばもう師走。早いですね。１０月、防府市で開催した第６１回山口県養護教諭研究協議大会に

は、多数のご参加をいただき、ありがとうございました。皆で研修を深めることができました。またアン

ケートには、貴重なご意見やご感想をお寄せいただき、感謝申し上げます。来年度は萩です。会員一丸と

なって、ぜひまた一緒に学びましょう。 

 

       第６1 回山口県養護教諭研究協議大会 

          平成２５年１０月２４日(木) 防府市公会堂  

参加者３４１名（５７．６％） 

内  容 

【実践発表】テーマ「保健組織活動」 

○実践発表者 

     山陽小野田市立有帆小学校  養護教諭 井ノ口智惠 先生      

         周南市立秋月中学校     養護教諭 江藤  葉子 先生 

         山口県立山口農業高等学校  養護教諭 原野真由美 先生 

○指導助言者   宇部フロンティア大学 人間健康学部看護学科 

非常勤講師 平井妃富美 先生（元養護教諭会会長）               

【講  演】 

「教師の元気アップセミナー 教師の悩みとメンタルヘルス」                     

講師 明治大学文学部 教授 諸富 祥彦 先生 

 

 

          アンケート回収２４１名 （回収率７２．４％ 役員を除く） 

【実践発表】 

・養護教諭としての願い、子どもたちに何かを使えたいということを大切にして、私も保健組織活

動に取り組んでいこうと改めて思いました。どの先生方も学校の特色や子どもたちを中心とした

アイデアのあふれる活動をされており、参考にさせていただきたいことが多くあり、とても勉強

になりました。 

・養護教諭一人で取り組むのではなく、子どもに考えさせ、子どもが実行し、反省をし、次の活動

につなげていっているところが３名の先生に共通し、良かったです。 

・それぞれの学校が工夫され、パイプ役として運営、活動されている事例に、ぜひ参考にさせてい

ただきたいと思いました。農高の生徒は委員会の活動を通して、確実に成長しています。生徒へ

拡げてほしいと思います。どうにかしたい、高めたいという養護教諭の思いは、伝わるんだな、

と温かい気持ちになりました。 

【講演】 

・講師の独特な話法に引き込まれました。何気ない話の中に、温かいものが流れていました。弱音

の吐ける職員室（保健室）、支えあえる職員室を目指します。 

・重いテーマなのに、気持ちが軽く、明るい気持ちになるものでした。同僚を大切にしたいなとい

う気持ちになりました。 

【全体を通して】 

・駐車場の指示や会場の準備等、細かい配慮に感謝。資料を貰うだけではわからない実践のお話な

ど、聴くことでわかったことがありました。来年度以降もぜひ参加します。 

・年々質が高まっているように感じています。最後の参加になりました。ありがとうございました。 

 

 

活動報告 

参加者の感想 



おめでとうございます！ 

 

県大会を引き受けて  防府支部 熊谷久美子 山防高校支部 徳永 和泉 

県大会を引きうけるにあたり、夏に行われた打ち合わせ会から「先生方が参加してよかった！」と

思ってくださる会にできたらと思い、準備をすすめました。前週になると、「台風接近、大丈夫？」「雨

が降ると駐車場が心配・・」「なにか忘れていることなかったかな？」など不安が胸をよぎり、どきど

きが止まりませんでした。 

迎えた前日準備、防府支部の先生方のチームワークの良さと、役員さん方の温かい心配りに「当日

はきっとうまくいく！大丈夫」と心がとても楽になりました。当日は残念ながら雨が降り、駐車場係

の先生方にはご苦労をおかけしましたが、近年では一番参加者も多く、ステキな実践や諸冨先生のユ

ーモアあふれる講演で、先生方も学校へたくさんのお土産を持ち帰ることができたと思います。 

 引き受けとして会に携わることができ、山口県養護教諭会の底力と、仲間とつながることの素晴ら

しさを実感することができました。本当に「感謝、感謝」です。ありがとうございました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

後進に託す ～「感性・知性・品性」を磨き続けよう～ 

山口市立八坂小学校 校長 佐々 廣子  

 山間の当地、今朝は身の引き締まるような澄んだ空気に真っ青な空、山々は晴嵐におおわれています。

こんなすてきな自然が、早朝の交通指導の合間にふと我が身を見つめさせてくれます。 

 常に全力投球で臨んできたと自負したい教職人生も残り４か月になりました。養護教諭として小学校に

１９年、中学校に５年、教育研修所で養護教諭の現職研修の支援を７年、養護教諭未配置校の教頭として

４年、そして学校経営に携わっている今。 

 「養護教諭出身だから困難だ」と感じることよりも、「養護教諭だったからこそできるんだ」と思える

ことの方が多い今を過ごしていることを皆さんに伝えたい。 

 そして、この３８年間に多くの素晴らしい仲間と出会い、支え育てていただいたことに心より感謝を申

し上げたい。私を支え育ててくださった方々に共通すること、それは、どなたも人間味豊かで人を引きつ

ける魅力に溢れ、自身の仕事を語るときにキラキラと輝いておられたということです。 

 退く私が皆さんに託したいこと、養護教諭という仕事の素晴らしさや重要性に自信と誇りをもっていた

だきたい、同時に大きな責任を担っているということの自覚を忘れないでいただきたいということはもち

ろんのこと、もう一つ、人として「感性・知性・品性」を磨き続けていただきたいということです。その

ことは、きっと養護教諭としてのいい仕事、つまり健やかな子ども、生きる力の漲る子どもを育てること

につながるはずです。 

末筆になりましたが、山口県養護教諭会の今後益々の御発展と会員の皆様方の御健勝を心より祈念申し

上げます。そしていつもの言葉で結ばせてください。「私は、生まれ変わってもまた養護教諭になります。」 

 

自問と養護教諭の「芯」    

山口県養護教諭会 会長  平田 奈奈美 

大先輩である佐々廣子先生の原稿を読ませていただきながら、先生のお顔が頭

に浮かび、背筋がピンと伸びてくるのを感じました。 

「養護教諭って何だろう。」若い頃から自問し続けています。特に仕事で壁にぶ

つかったときや、心が弱っているときに問うことが多いように思います。マイナス思考よりもプラス思考。

本を読むこと。人の話を聴くこと。仲間を大切にすること。素直でいること。自分の思考の幅の狭さを自

覚し、問うことによって、問うごとに養護教諭の「芯」が太く大きくなるような気がします。 

今回、佐々廣子先生に原稿を依頼したところ、お忙しいのに快く引き受けてくださいました。ありがと

うございます。先生のおかげで、私の養護教諭の「芯」がまた太くなりました。先生のように、私も定年

時には「後進に託す」と、きっぱりと言える「何か」を求めて、もう尐し頑張ります。 

佐々廣子校長先生 

文部科学大臣表彰【学校保健】受賞 

    


